
 
 

  

 

 

 

1 学期を振り返って ～学校へ行く理由～  2 年 庄司 倖 

 

私の中学 2 年生の始まりは、新型コロナウィルスの影響で様々なことが制限され、短い 1 学

期でした。しかし、そんな状況だからこそ、学んだことがありました。 

１つは授業の大切さです。私は休校中、２年生の勉強が分かるようになるのか不安でした。

そこで家庭学習を毎日がんばってみましたが、どう取り組んでいけばよいのかわからなく、と

ても 難しく感じました。しかし、新しく導入したｅライブラリイのおかげで充実した家庭学習

をすることができました。授業が始まり、先生方によるくわしい解説があり、１人でやってい

た学習よりも理解を深めることができました。自学も大切ですが、先生方に教えてもらえる授

業の大切さを、改めて感じました。これからさらにオーダーメイドホームワークにも挑戦し、

学力の向上に努めたいです。２つ目は、部活動の大切さです。部活動では３年生が引退し、新

体制になりました。３年生との練習は、自分が分からない所や苦手な所を教えてもらい、とて

も有意義な時間となりました。休校中はグラウンドが開放されたので、仲間と練習し技術を高

め合うことができました。そんな日々を過ごす中で、先輩と過ごした時間

や仲間とともに練習できる部活動は、私にとってなくてはならない時間だ

と強く思いました。 

新型コロナウィルスの影響で、登校できないということはとても大変な

ことでした。だからこそ、毎日の授業や日々の練習が大切なことに気づき

ました。今私たちにできることを考え、これまでの、そしてこれからの日々

に感謝していこうと思いました。 

 

 

 

 

 

終業式前日、神町中学校では「大掃除」が行われた。全校

一斉で教室や廊下の床磨きなどを行い、その後、美化委員会

による教室のワックスがけが行われた。美化委員の有路留生

くん（３年）は、初めてのワックスがけで不安もあったけど、

板目に沿って、ていねいにかけることができた。ワックスを

かけた後の教室は、光っていていい感じです。」と話してくれた。美化委員長の阿部光くん（３

年）は、「どのクラスも、きれいにワックスをかけることができました。昨年度は、前委員長の

企画したものをやるだけでしたが、今年になって自分で企画したことができるようになり、１

学期は清掃中に音楽を流すなど清掃の強化を図りました。学校がきれいか汚いかで、その学校

がしっかりしているかどうかがわかると思います。2 学期も、今学期以上にしっかりと清掃に

取り組んでいきましょう。」と、神中生に向けて呼びかけていた。 
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